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（（３３））青青少少年年

①① 重重点点目目標標

１ 『おかや子育て憲章』の理念に基づき、「地域の子どもは地域で育てる」ため、子どもと親がとも

に成長できるよう子育て支援の推進を図る。

２ 青少年育成関係団体や関係機関と連携・協働し、青少年が健全に成長するための環境づくりの向上

に努める。

②② 令令和和５５年年度度重重点点施施策策

１ 二十歳を祝う会開催事業

２ 青少年活動育成支援事業

３ 環境浄化・青少年非行防止活動事業

４ 塩嶺野外活動センター管理事業

③ 主な事業

１ 子ども会育成会活動

（ ）地域で子どもを育てるための中心的組織である岡谷市子ども会育成連絡協議会と協力して、子ど

もの健全育成を図る事業を進める。

（ ）地区子ども会活動の推進を図るため、地域リーダー育成研修会等を行い、指導者や育成者の養成

に努め、子どもの自主性や協調性を育む活動を実施する。

（ ）中高生ボランティアで組織する岡谷市リーダーズ倶楽部※が各種事業を企画運営し、参加した小

中学生を指導・引率し、普段の生活では体験・経験できない野外体験活動等を通じて自主性や協

調性を育む。

※令和５年度岡谷市リーダーズ倶楽部部員数 １０名

令和５年度の主な事業

事 業 名 事 業 内 容

わんぱくアドベン

チャー

年齢の異なる子どもたちが、市外の少年自然の家に宿泊しながら生活し、家庭や普

段体験できない活動を通じて仲間づくりをする。

通学合宿
平日に学校が終わって自宅に帰るのではなく、野外活動施設で年齢の異なる子ども

たちが一緒に生活体験をすることにより、仲間づくりや人とのふれあいを深める。

少年スポーツ大会 中学生が地区別対抗のスポーツ大会を通じて、地域の仲間と関わり仲間意識を養う。

岡谷市リーダーズ

倶楽部活動

中学生・高校生のボランティアグループとして、野外体験活動、奉仕活動などを通

じて、地域の小中学生のリーダーとしての自己研鑽、資質の向上を図る。

地域リーダー育成

研修会

“子どもの手による子ども会づくり”の実現に向けて、各地区において子どもたち

が中心となって様々な行事が開催できるようにするため、地区子ども会育成会の指

導者や育成者を対象に研修会を６月に開催する。

「子ども会だよ

り」の発行

各地区の子ども会育成会活動の様子などを掲載し、市民に子ども会育成会活動につ

いて理解を深めてもらうことを目的として３月に全戸配布する。
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２ 夏休み子ども交流事業

姉妹都市の東伊豆町と岡谷市の小学５・６年生が、自然体験や野外活動を通じて交流し、両市町の

絆を深めるとともに、子どもたちの協調性や人間性を養う。

平成２１年度より隔年で行き来しているが、新型コロナウイルス感染症の影響により４年ぶりの開

催となる。引き続き、岡谷市子ども会育成連絡協議会の協力を得て、東伊豆町にて実施する。

・期 日 ８月３日（木）・４日（金）

・場 所 静岡県東伊豆町

・参加者 市内の小学５・６年生、東伊豆町小学５年生

・協力参加 岡谷市リーダーズ俱楽部

３ 岡谷市少年愛護センター

（ ）青少年の健全育成及び非行防止を図るため、教育委員会 生涯学習活動センターに設置｡

（ ）市長から委嘱された８５名の少年愛護委員が市街地等をパトロールして、少年の非行防止や

環境浄化活動を行っている。

（ ）令和４年度の愛護パトロール活動状況

実 施 日 数 従 事 し た 愛 護 委 員 人 数 声かけした少年

の 延 べ 人 数午 前 午 後 夜 間 計 午 前 午 後 夜 間 計

日 日 日 日 人 人 人 人 人

４ 岡谷市青少年問題協議会

岡谷市青少年問題協議会条例に基づき、青少年の補導、育成、保護及び矯正に関する総合的施策

の樹立につき必要な重要事項を調査審議することや、総合的施策の適切な実施を期するために必要な

関係行政機関及び関係団体相互の連絡調整を図ることを目的として設置している。

「青少年の健全育成」という同じ目的で活動する関係行政機関や、青少年関係団体相互の情報共有

や、課題協議の場とする。

○岡谷市青少年問題協議会委員名簿 （任期：令和 年 月 日～令和 年 月 日）

（ ）関係行政機関の職員

氏 名 団 体 名 等 備 考

吉村 和芳 諏訪公共職業安定所岡谷出張所 所長

中島 優一 岡谷警察署 生活安全課 課長

血脇 秀明 諏訪地域振興局 副局長

山口 圭子 諏訪児童相談所 所長

濵 元氣 岡谷市社会教育委員の会議

宮坂 享 岡谷市教育委員会 教育長

林 秀昭 岡谷市子ども総合相談センター センター長
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（ ）学識経験者

氏 名 団 体 名 等 備 考

吉池 繁夫 岡谷市区長会 上浜区

竹村 安弘 岡谷地区保護司会

今井 千枝 岡谷市民生児童委員協議会

河西 稔 岡谷市社会福祉協議会

藤森 東 小学校校長会 湊小学校

松澤 和憲 中学校校長会 岡谷西部中学校

清水 哲 高校校長代表 岡谷工業高等学校

花岡 毅 小学校ＰＴＡ連合会 川岸小学校

宮澤 貴広 中学校ＰＴＡ連合会 岡谷北部中学校

岡田 愛美 高校ＰＴＡ連合会 岡谷東高等学校

押野 昌俊 岡谷市子ども会育成連絡協議会

伊藤 和歌子 岡谷市女性団体連絡協議会 ｶﾞｰﾙｽｶｳﾄ長野県第 団

鮎澤 要一 岡谷市少年愛護協議会

宮坂 宏子 公益財団法人 岡谷市スポーツ協会

西路 美智子 岡谷市更生保護女性会

両角 陽子 岡谷少年警察ボランティア協会

薩摩 建 岡谷労務対策協議会

德武 亮太 岡谷市保育園保護者会連合会

川瀬 勝敏 児童養護施設 つつじが丘学園

５ 令和５年二十歳を祝う会開催事業

期 日： 令和５年１月８日（日）（＊成人の日の前日、日曜日）

会 場： 岡谷市文化会館（カノラホール）

対 象： 平成１４年４月２日から平成１５年４月１日までに生まれた人で本人又は親等が

市内に在住する人

対 象 人 数 参 加 人 数 参 加 率

人 人 ％

６ 令和６年二十歳を祝う会開催事業

期 日： 令和６年１月７日（日）（＊成人の日の前日、日曜日）

会 場： 岡谷市文化会館（カノラホール）

対 象： 平成１５年４月２日から平成１６年４月１日までに生まれた人で本人または親等が

市内に在住する人
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７ 岡谷市塩嶺野外活動センター

来館者が、自然の中での野外活動や宿泊活動を通じて、豊かな情操と心身の健全育成を図るための

「生涯学習施設」として運営している。

また、キャンプ場やマレットゴルフコースなどは、市外、県外からの利用者も多く、自然に親しむ

ことで心身のリフレッシュを図る「レクリエーション施設」としても利用されている。

ここ数年は新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響で利用者は減少しているが、“ポストコロナ”

となる中で、コロナ禍前以上の利用促進を図る。

【施設概要】

名 称 岡谷市塩嶺野外活動センター（開設期間： 月 日～ 月 日）

位 置 岡谷市 番地

概 要
センターハウス 着工：昭和 年 月 竣工：昭和 年 月

シャワー棟 着工：平成 年 月 日 竣工：平成 年 月 日

構造及び

使用区分

センターハウス

構造 鉄筋コンクリート造り 階建

階 事務室、ホール、広間、和室、管理人室、炊事室、

物置、便所（男・女）

階 広間 、和室 、物置、便所（男・女）

シャワー棟 鉄筋コンクリート造り平屋建

炊事場 構造 木造平屋建

屋外便所 構造 木造平屋建 棟

その他 キャンプ場、広場、マレットゴルフコース ホール

床面積

センターハウス
階 ㎡ 階 ㎡ 計 ㎡

シャワー棟 ㎡ 機械室 ㎡

炊事場 ㎡

屋外便所 ㎡

倉庫 ㎡

【使用料金体系】

区 分
市内高校生

以下

市外高校生

以下

市内

一般

市外

一般

セ ン タ ー ハ ウ ス 使 用 料
人日帰り 無 料 円 円 円

人 泊 無 料 円 円 円

キャンプ場

使 用 料

日帰りキャンプ 日 円（ 人まで）※

宿 泊 キ ャ ン プ 泊 張 円※

※ 日帰りキャンプで、 人を超えて使用する場合は、 人増すごとに 円を

加算する。

※ 貸出用テントを使用する場合は、上記金額にそれぞれ 張 円を加算する。

シ ー ツ 等 使 用 実 費 人 円

シ ャ ワ ー 使 用 実 費 回 円
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（（４４））図図 書書 館館

①① 重重点点目目標標

１ 市民及び地域住民の読書活動の支援・推進

２ 適切な資料の収集及び活用と情報の提供

３ 誰もが利用しやすい図書館運営

②② 令令和和５５年年度度重重点点施施策策

１ 第３次岡谷市子ども読書活動推進計画の推進及び第４次岡谷市子ども読書活動推進計画の策定

２ 家庭での読書活動の支援

３ 図書館活用の促進

４ 郷土資料及び視聴覚資料の充実

５ 読書活動ボランティア団体、地元企業との協働

③③ 施施設設

１ 名 称 市立岡谷図書館

２ 所在地 岡谷市本町四丁目１番３９号

３ 開 設 昭和２０年４月１日（昭和５４年９月８日現在地で開館）

４ 建 物 鉄筋コンクリート２階建一部地階

敷地面積 ４，０９０．２２㎡

建築面積 １，１９９．０４㎡ 延床面積 １，９４２．７１㎡

④④ 利利用用案案内内

１ 休館日

（ ）月曜日。ただし、この日が国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する

休日（以下「休日」という。）に当たるときを除く。

（ ）休日の翌日。ただし、この日が休日、土曜日又は日曜日に当たるときを除く。

（ ）年末、年始（１２月２８日から翌年１月３日まで）

（ ）特別整理期間（９月１日から１０月３１日までのうち１０日間）

（ ）資料整理日（毎月最後の金曜日。ただし、この日が休日に当たるときは、その前日）

２ 開館時間 午前１０時～午後７時

３ 館内閲覧 開架式（自由選択）

４ 館外閲覧 図書（録音資料も含む）は１０点以内、映像資料３点以内 貸出期間２週間

５ インターネットによるサービス

（ ）諏訪地方公共図書館情報ネットワーク“すわズラ～”による本の検索及び予約

（ ）公式ツイッターによる情報発信
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⑤⑤ 蔵蔵書書冊冊数数等等（令和５年３月３１日現在）

総蔵書冊数 ２３４，６５９冊 ※（ ）うち寄贈数

分 類
蔵 書 冊 数 受 入 冊 数 除籍

冊数構成比 構成比

冊 ％ 冊 ％ 冊

０ 総 記 （ ）

１ 哲 学 （ ）

２ 歴 史 （ ）

３ 社会科学 （ ）

４ 自然科学 （ ）

５ 技 術 （ ）

６ 産 業 （ ）

７ 芸 術 （ ）

８ 言 語 （ ）

９ 文 学 （ ）

外 国 語 （ ）

大 活 字 （ ）

コ ミ ッ ク （ ）

児 童 （ ）

小 計 （ ）

団 体 貸 出 用 （ ）

公民館図書室 （ ）

紙 芝 居 （ ）

保育園・幼稚園

親子文庫
（ ）

合計 （ ）

再掲

区 分 蔵 書 冊 数 受入冊数 除籍冊数

郷 土 冊 ）冊 冊

点 字 冊 （ ）冊 冊

洋 書 冊 （ ）冊 冊

地区公民館図書室 蔵 書 冊 数 受入冊数 除籍冊数

湊 公民館 冊 冊 冊

川岸 〃 冊 （ ）冊 冊

長地 〃 冊 （ ）冊 冊

合 計 冊 （ ）冊 冊
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⑥⑥ 利利用用状状況況 令令和和４４年年度度

１ 館外貸出利用状況

区 分
貸 出 冊 数 利用者別貸出冊数 登録者数

内児童図書 中学生以上 児 童 内児童

本 館 計

冊 冊 冊 冊 人 人

個人貸出

団体貸出

相互貸借

－ －

湊 公民館

川岸公民館

長地公民館

保育園・幼稚園

親子文庫
－ －

合 計

※ 個人貸出の内、視聴覚資料利用数 点
（内訳：ビデオ 点、 点、カセット 点、 点）

※ 保育園幼稚園親子文庫：市内全保育園・幼稚園の親子文庫へ絵本を配本している。

２ 団体貸出利用状況（本館）

区 分 回 数 貸出冊数 区 分 回 数 貸出冊数

学校・学級文庫 － 冊 生涯学習活動ｾﾝﾀｰ 回 冊

保育園･幼稚園 園 回 冊 スポーツ振興課 回 冊

読み聞かせﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

団体（ 団体）
回 冊 工業振興課 回 冊

こどものくに 回 冊 ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ穂乃家 回 冊

イルフ童画館 回 冊 ケアハウス高尾 回 冊

蚕糸博物館 回 冊 諏訪湖畔病院 回 冊

合 計 冊

３ 学校図書館との連携

（１）岡谷図書館ポスト・教職員リクエスト利用状況

小学校 （冊）

川岸 神明 小井川 岡谷田中 湊 長地 上の原 計

返却

リクエスト

計

中学校 （冊）

岡谷西部 岡谷北部 岡谷南部 岡谷東部 計

返却

リクエスト

計

⑤⑤ 蔵蔵書書冊冊数数等等（令和５年３月３１日現在）

総蔵書冊数 ２３４，６５９冊 ※（ ）うち寄贈数

分 類
蔵 書 冊 数 受 入 冊 数 除籍

冊数構成比 構成比

冊 ％ 冊 ％ 冊

０ 総 記 （ ）

１ 哲 学 （ ）

２ 歴 史 （ ）

３ 社会科学 （ ）

４ 自然科学 （ ）

５ 技 術 （ ）

６ 産 業 （ ）

７ 芸 術 （ ）

８ 言 語 （ ）

９ 文 学 （ ）

外 国 語 （ ）

大 活 字 （ ）

コ ミ ッ ク （ ）

児 童 （ ）

小 計 （ ）

団 体 貸 出 用 （ ）

公民館図書室 （ ）

紙 芝 居 （ ）

保育園・幼稚園

親子文庫
（ ）

合計 （ ）

再掲

区 分 蔵 書 冊 数 受入冊数 除籍冊数

郷 土 冊 ）冊 冊

点 字 冊 （ ）冊 冊

洋 書 冊 （ ）冊 冊

地区公民館図書室 蔵 書 冊 数 受入冊数 除籍冊数

湊 公民館 冊 冊 冊

川岸 〃 冊 （ ）冊 冊

長地 〃 冊 （ ）冊 冊

合 計 冊 （ ）冊 冊
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（２）学級文庫「おかやとしょかんアネックス」利用状況

・小学１・２年生全学級へ学級文庫として配架

・令和４年３月１日から上の原小学校３～６年全学級へ拡充

４ 相互貸借内訳

図書館名 貸出 借受 図書館名 貸出 借受

諏訪市図書館 冊 冊 富士見町図書館 冊 冊

信州風樹文庫 冊 冊 原村図書館 冊 冊

茅野市図書館 冊 冊
諏訪地域以外の

県内図書館
冊 冊

下諏訪町立図書館 冊 冊 県外図書館 冊 冊

合 計 冊 冊

⑦⑦ 令令和和５５年年度度事事業業概概要要

事業 ・ 行事名 期間または回数 内 容

おはなしの森 毎週土曜日 読書活動ボランティア・図書館職員による語り、

絵本の読み聞かせ、紙芝居等

ちいさなおはなしの森 毎月第３火曜日 図書館職員による乳幼児向けの絵本の読み聞か

せ、パネルシアター、手遊び等

日曜日のちいさなおはなしの森 読書活動ボランティア・図書館職員による語り、

絵本の読み聞かせ、紙芝居等

夏休み特集おはなしの森

こわ～いおはなしの森

クリスマス特集おはなしの森

戦争の絵本の読み聞かせ、諏訪地方の伝説民話

絵本の読み聞かせ、パネルシアター等

絵本の読み聞かせ、パネルシアター等

ぬいぐるみのおとまり会 ～ お気に入りのぬいぐるみによる図書館宿泊、

おはなし会、図書館探検等

としょかん子ども読書まつり ～ 「文化の日」に近い日曜日に、岡谷の子どもたち

が本とふれあい、親しむ場を設ける

子ども工作教室（夏・冬休み） 図書館の本を教材とした工作等

としょかんキッズ・職場体験

（図書館職員体験）

～ 小学校４年生～高校生による図書館職員体験

ファーストブックプレゼント

事業

毎月 ９～１０か月児健診時に絵本をプレゼント

ファーストチョイス（セカンド

ブック）事業

毎月・随時 ３歳児健診時に引換券を配布し、オリジナル図書

館利用カードにより本を借りる体験に繋げる

川岸 神明 小井川 岡谷田中 湊 長地 上の原 計

貸出冊数

配架学級数
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うち読でエコ読 通年 毎月第３日曜日（家庭の日）を「うち読でエコ読

の日」として家庭でテレビ等を消して読書の時間

をつくり、読書を通じて家族のコミュニケーショ

ンを図る取り組みの提唱

学校図書館との連携 随時 市内小中学校に「市立図書館ポスト」を設置し市

立図書館で借りた本を学校図書館で返却できる

物流ルート。学校教職員からのリクエストや、市

内１・２年生の全学級に学級文庫として「おかや

としょかんアネックス」を設置し、児童・生徒が

本を身近に感じられる環境の整備

はつらつ来（らい）ぶらり 随時 高齢者の図書館利用を促進するため、シニア世代

の関心が高い図書コーナー設置

まちかど図書館 通年 市民から受けた寄贈本や、図書館のリサイクル図

書を市内公共施設等に置き、いつでもどこでも本

が身近にある読書によるまちづくりを推進

図書館 講座

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

各課との連携による特設コーナーの設置

・食育月間（健康推進課）

・男女共同参画週間（地域創生推進課）

・水道週間（水道課）

・岡谷市防災の日（危機管理室）

・地球温暖化問題（環境課）①

・地球温暖化問題（環境課）②

・下水道の日（水道課）

・健康増進月間・食生活改善普及運動

（健康推進課）

・自殺予防週間（健康推進課）

・世界ｱﾙﾂﾊｲﾏｰ月間（介護福祉課）

・里親月間・里親の日（子ども課）

・児童虐待防止推進月間（子ども課）

・自殺対策強化月間（健康推進課）

読み聞かせ講座 長野県図書館協会・市立岡谷図書館主催

「みんなのために、自分のために、読み聞かせを

一度やってみませんか」

講師：宮坂 米子先生

関係団体事業 （読書サークル協議会）

リサイクル本配

布事業

下旬（予定） 除籍本をリサイクルし、市民に提供
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（（５５））美美術術考考古古館館

①① 重重点点目目標標

１ 美術作品及び考古資料等の展示及び案内の充実

２ ワークショップの開催等による学習活動の推進

３ 学校との連携・利用促進

４ 市民ギャラリー・交流ひろば等の利用促進

５ 資料の収集・整理・保存・調査研究・活用

６ 施設の適切な維持と管理

７ 周辺文化施設や商店街等との連携

②② 令令和和５５年年度度重重点点施施策策

１ 美術特別企画展 市立岡谷美術考古館移転開館１０周年記念

「 龍と女神と絹の道

諏訪湖の龍に誘われ女神がひらく芸術展」

２ 考古特別企画展 市立岡谷美術考古館移転開館１０周年記念

「天王垣外遺跡の勾玉・管玉～東京国立博物館から１１５年ぶりの里帰り」

３ 考古企画展 「岡谷の大地を知り諏訪盆地の成り立ちを考えよう」

「長野県宝土器展」

４ アーティスト育成展

５ 魅力あるワークショップ

６ 縄文時代復元家屋の活用

７ 移転開館１０周年記念として収蔵美術作品を一堂に公開展示

８ 「岡谷市内小学校児童版画展」など学校と連携した企画展の開催

９ きつね祭り等の周辺文化施設や商店街と連携したイベントへの参加

③③ 施施設設

市立岡谷美術考古館

所 在 地 岡谷市中央町一丁目９番８号

開館年月日 昭和 年 月 日

建 物 鉄筋コンクリート 階建 ㎡

備 考
昭和 年 月 日 登録博物館として県教育委員会登録

平成 年 月 日 現在地に移転・開館

④④ 利利用用案案内内

１ 休館日 水曜日、国民の祝日の翌日（ただし、この日が休日にあたるときは開館する）

年末年始（ 月 日～ 月 日）

２ 開館時間 午前 時～午後 時

３ 入館料 一般おとな（高校生以上） 円 こども（小中学生） 円

団体（ 名以上）おとな 円 団体こども 円

ただし、特別企画展開催中は特別料金

共通入館料（美術考古館、イルフ童画館、蚕糸博物館、旧林家住宅、旧渡辺家住宅）

区 分 ２館共通券 ３館共通券 ５館共通券

一 般 円 円 円

高校生 円 円 円

中学生 円 円 円

小学生 円 円 円

年間券（おとな） 円

ただし、諏訪 市町村在住又は在学の小中学生、市内在住又は在学の高校生は無料



− 77 −

⑤⑤ 資資 料料（（令令和和５５年年４４月月１１日日現現在在

１ 美術関係資料

作 家 名 石
膏

セ
メ
ン
ト

大
理
石

ブ
ロ
ン
ズ

木
彫

テ
ラ
コ
ッ
タ

調
塑
用
粘
土

デ
ッ
サ
ン

日
本
画

油
彩
画

水
彩
画

水
墨
画

中
国
画

工
芸 書 版

画

複
製
画

造
形
資
料

刀
剣

そ
の
他

計

武 井 直 也

武 井 斌

小 口 節 三

清 水 多 嘉 示

大 和 作 内

北 村 西 望

洞 沢 今 朝 夫

高 橋 貞 一 郎

高 橋 靖 夫

山 田 郁 夫

宮 原 麗 子

宮 原 む つ 美

杉 原 元 人

伝 狩野芳崖

宮 坂 巴 堂

岸 竹 堂

安 藤 耕 斎

川 﨑 春 彦

花 岡 哲 象

野 村 千 春

田 中 隆 夫

織 田 昇

志 村 一 男

篠 原 昭 登

中 村 一 郎

西 岡 瑞 穂

堀 内 唯 生

松 井 緑

辰 野 登 恵 子

宮 坂 昭 吉

小 平 鼎

東 郷 青 児

早 出 守 雄

林 勇

（（５５））美美術術考考古古館館

①① 重重点点目目標標

１ 美術作品及び考古資料等の展示及び案内の充実

２ ワークショップの開催等による学習活動の推進

３ 学校との連携・利用促進

４ 市民ギャラリー・交流ひろば等の利用促進

５ 資料の収集・整理・保存・調査研究・活用

６ 施設の適切な維持と管理

７ 周辺文化施設や商店街等との連携

②② 令令和和５５年年度度重重点点施施策策

１ 美術特別企画展 市立岡谷美術考古館移転開館１０周年記念

「 龍と女神と絹の道

諏訪湖の龍に誘われ女神がひらく芸術展」

２ 考古特別企画展 市立岡谷美術考古館移転開館１０周年記念

「天王垣外遺跡の勾玉・管玉～東京国立博物館から１１５年ぶりの里帰り」

３ 考古企画展 「岡谷の大地を知り諏訪盆地の成り立ちを考えよう」

「長野県宝土器展」

４ アーティスト育成展

５ 魅力あるワークショップ

６ 縄文時代復元家屋の活用

７ 移転開館１０周年記念として収蔵美術作品を一堂に公開展示

８ 「岡谷市内小学校児童版画展」など学校と連携した企画展の開催

９ きつね祭り等の周辺文化施設や商店街と連携したイベントへの参加

③③ 施施設設

市立岡谷美術考古館

所 在 地 岡谷市中央町一丁目９番８号

開館年月日 昭和 年 月 日

建 物 鉄筋コンクリート 階建 ㎡

備 考
昭和 年 月 日 登録博物館として県教育委員会登録

平成 年 月 日 現在地に移転・開館

④④ 利利用用案案内内

１ 休館日 水曜日、国民の祝日の翌日（ただし、この日が休日にあたるときは開館する）

年末年始（ 月 日～ 月 日）

２ 開館時間 午前 時～午後 時

３ 入館料 一般おとな（高校生以上） 円 こども（小中学生） 円

団体（ 名以上）おとな 円 団体こども 円

ただし、特別企画展開催中は特別料金

共通入館料（美術考古館、イルフ童画館、蚕糸博物館、旧林家住宅、旧渡辺家住宅）

区 分 ２館共通券 ３館共通券 ５館共通券

一 般 円 円 円

高校生 円 円 円

中学生 円 円 円

小学生 円 円 円

年間券（おとな） 円

ただし、諏訪 市町村在住又は在学の小中学生、市内在住又は在学の高校生は無料
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根 岸 芳 郎

中 川 紀 元

児 玉 三 鈴

天 竜 道 人

葛 新 民

小 口 正 二

浜 達 也

小 泉 親 人

小 口 稔

和 泉 湧 三

和 泉 湧 清

八 幡 郊 処

八 幡 竹 邨

津 金 寉 仙

上 條 信 山

高 浜 虚 子

三 井 親 和

下 条 康 麿 呂

太 田 谷 山

木 喰 上 人

武 井 吉 太 郎

小 口 作 太 郎

増 沢 荘 一 郎

張 懐 江

張 遠 帆

赤 壁 画 他

小口太郎ｴｽｷｰｽ

今 井 章 雄

小口隺甫 賢一

佐原永泉 久吉

宮 坂 覚 郎

和 泉 清

翠 川 昭 久

向山 伊保江

山 下 清

武 井 寿 々 子

作 者 不 詳

計
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２ 考古関係資料

種 類 縄文時代 弥生時代 古墳時代以降 計

点 点 点 点

土 器

土 製 品

石 器

金 属 器

レ プ リ カ

計

・八幡一郎関係資料

種 類 点 数 種 類 点 数 種 類 点 数

著 書 歴 史 一 般 美 術

考 古 遺 跡 地 図 雑 誌 類

民 族 辞 典 類 そ の 他

民 俗 報 告 書 計

３ 民俗関係資料

種 類 点 数 種 類 点 数

衣 ･ 食 ･ 住 民 俗 知 識

生 産 生 業 民俗 ･芸能 ･娯楽 ･遊戯

交 通 ･ 運 輸 ･ 通 信 人 の 一 生 通 過 儀 礼

交 易 年 中 行 事

社 会 生 活 そ の 他

信 仰 計

⑥⑥ 利利用用状状況況 令令和和４４年年度度

１ 全入館者数 開館日数 日 ※令和 年 月 日～令和 年 月 日

個 人 団 体 年間券

（販売数）
共通券

減 免

割 引

入館者

小中学生

等 無 料

入 館 者

入館者

合 計

入館料

合 計高校生

以 上
小中学生

高校生

以 上
小中学生

人 人 人 人 人 人 人 人 人 円

（ ） （ ）

根 岸 芳 郎

中 川 紀 元

児 玉 三 鈴

天 竜 道 人

葛 新 民

小 口 正 二

浜 達 也

小 泉 親 人

小 口 稔

和 泉 湧 三

和 泉 湧 清

八 幡 郊 処

八 幡 竹 邨

津 金 寉 仙

上 條 信 山

高 浜 虚 子

三 井 親 和

下 条 康 麿 呂

太 田 谷 山

木 喰 上 人

武 井 吉 太 郎

小 口 作 太 郎

増 沢 荘 一 郎

張 懐 江

張 遠 帆

赤 壁 画 他

小口太郎ｴｽｷｰｽ

今 井 章 雄

小口隺甫 賢一

佐原永泉 久吉

宮 坂 覚 郎

和 泉 清

翠 川 昭 久

向山 伊保江

山 下 清

武 井 寿 々 子

作 者 不 詳

計
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⑦⑦ 令令和和５５年年度度 主主要要事事業業

事業名 事 業 概 要 実施月日等

美 術 考 古 館

管 理 事 業

・美術考古館の管理運営

・美術考古関係発刊図書の販売・ミュージアムグッズの販売

・美術・考古資料の整理・保存・調査研究・活用

・地元出身作家等の作品の収集

・周辺文化施設や商店街等との連携

年間

学 習 事 業

・体験学習スペースでの考古体験

・美術・考古に気軽に触れるワークショップの開催

・展示室見学の際の展示解説などの学習支援

・縄文時代復元家屋の活用

ワークショップは定員を

検討

展 示 事 業

・美術展示

収蔵作品展Ⅰ「岡谷美術の巨匠たち 前編」

収蔵作品展Ⅱ「岡谷美術の巨匠たち 後編」

収蔵作品展Ⅲ「美術考古館の隠れた名品展」

収蔵作品展Ⅳ「切手コレクション」

・交流ひろば展示

「小さくてもいいじゃないかーみんなのミニチュア作品展」

収蔵作家、収蔵作品紹介

・考古展示

縄文時代から平安時代までの通史展示

国重要文化財顔面把手付深鉢形土器・岡谷市指定文化財

壺を持つ妊婦土偶など

・アーティスト育成展示

月 日～ 月 日

月 日～ 月 日

月 日～ 月 日

月 日～ 月 日

月 日～ 月 日

随時

年間

月下旬～ 月下旬

企画展等開催

事 業

・美術考古館の移転開館１０周年を記念した特別企画展の開催

美術特別企画展

「 龍と女神と絹の道

諏訪湖の龍に誘われ女神がひらく芸術展」

考古特別企画展

「天王垣外遺跡の勾玉・管玉～東京国立博物館から

１１５年ぶりの里帰り」

・考古企画展

「岡谷の大地を知り諏訪盆地の成り立ちを考えよう」

「長野県宝土器展」

・美術企画展

「岡谷市内小学校児童版画展」

月 日～ 月 日

月 日～ 月 日

月 日～ 月 日

月 日～ 月 日

月 日～ 月 日
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（（６６））文文化化財財

①① 重重点点目目標標

国・長野県・岡谷市から指定された文化財の保護と活用

②② 令令和和５５年年度度重重点点施施策策

１ 常時一般公開を行っている製糸関連文化施設である旧林家住宅について、来館者の安全性や

良好な保存管理を引き続き行う。

２ 個人住宅等小規模開発事業に先立つ遺跡の試掘、発掘調査による埋蔵文化財の保護と保存。

３ 旧渡辺家住宅及び旧山一林組製糸事務所の管理事業。

③③ 岡岡谷谷市市文文化化財財保保護護審審議議会会委委員員

会 長 宮坂 正博 職務代理 熊澤 祥吉

（令和 年 月 日）

氏 名 就任年月日 任 期

宮坂 正博 令和 令和

熊澤 祥吉 令和  令和  
武居 薫 令和  令和  
宮坂 春夫 令和  令和  
味澤 宏重 令和  令和  
向山 伊保江 令和  令和  

④④ 施施設設

名 称 所 在 地 開 館 年 月 日

旧渡辺家住宅 岡谷市長地柴宮三丁目 平成

１ 休館日 月・木・金曜日、 月 日から翌年の 月 日まで

２ 入館料 ・一般高校生以上 円、小中学生 円、

高校生以上の団体（ 人以上） 円

小中学生 円。ただし、諏訪６市町村在住又は在学の小中学生、市内在住又は在学

の高校生は無料。

・共通入館券（旧渡辺家住宅、旧林家住宅、岡谷美術考古館、岡谷蚕糸博物館、

イルフ童画館）

５館入館券 一般 円、高校生 円、

中学生 円、小学生 円

３館入館券 一般 円、高校生 円、

中学生 円、小学生 円

２館入館券 一般 円、高校生 円、

中学生 円、小学生 円

名 称 所 在 地 開 館 年 月 日

旧林家住宅 岡谷市御倉町 平成

⑦⑦ 令令和和５５年年度度 主主要要事事業業

事業名 事 業 概 要 実施月日等

美 術 考 古 館

管 理 事 業

・美術考古館の管理運営

・美術考古関係発刊図書の販売・ミュージアムグッズの販売

・美術・考古資料の整理・保存・調査研究・活用

・地元出身作家等の作品の収集

・周辺文化施設や商店街等との連携

年間

学 習 事 業

・体験学習スペースでの考古体験

・美術・考古に気軽に触れるワークショップの開催

・展示室見学の際の展示解説などの学習支援

・縄文時代復元家屋の活用

ワークショップは定員を

検討

展 示 事 業

・美術展示

収蔵作品展Ⅰ「岡谷美術の巨匠たち 前編」

収蔵作品展Ⅱ「岡谷美術の巨匠たち 後編」

収蔵作品展Ⅲ「美術考古館の隠れた名品展」

収蔵作品展Ⅳ「切手コレクション」

・交流ひろば展示

「小さくてもいいじゃないかーみんなのミニチュア作品展」

収蔵作家、収蔵作品紹介

・考古展示

縄文時代から平安時代までの通史展示

国重要文化財顔面把手付深鉢形土器・岡谷市指定文化財

壺を持つ妊婦土偶など

・アーティスト育成展示

月 日～ 月 日

月 日～ 月 日

月 日～ 月 日

月 日～ 月 日

月 日～ 月 日

随時

年間

月下旬～ 月下旬

企画展等開催

事 業

・美術考古館の移転開館１０周年を記念した特別企画展の開催

美術特別企画展

「 龍と女神と絹の道

諏訪湖の龍に誘われ女神がひらく芸術展」

考古特別企画展

「天王垣外遺跡の勾玉・管玉～東京国立博物館から

１１５年ぶりの里帰り」

・考古企画展

「岡谷の大地を知り諏訪盆地の成り立ちを考えよう」

「長野県宝土器展」

・美術企画展

「岡谷市内小学校児童版画展」

月 日～ 月 日

月 日～ 月 日

月 日～ 月 日

月 日～ 月 日

月 日～ 月 日
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１ 休館日 水曜日、国民の祝日の翌日（ただし、この日が休日にあたるときは開館する）、

年末年始 月 日～ 月 日）冬期間（ 月 日から 月 日までの平日）

２ 入館料 ・一般高校生以上 円、小中学生 円、

高校生以上の団体（ 人以上） 円

小中学生 円。ただし、諏訪６市町村在住又は在学の小中学生、市内在住又は在学

の高校生は無料。

・共通入館券（旧渡辺家住宅に同じ）

⑤⑤ 岡岡谷谷市市内内のの指指定定・・登登録録・・認認定定等等文文化化財財

１ 指定・登録文化財件数

有 形 文 化 財
無 形

民 俗

文 化

財

有 形

民 俗

文 化

財

史跡

天 然

記 念

物

計

仏

像

木喰

作品

石 造

物
絵画

建 造

物

古 文

書類
工芸

考古

資料

国指定文

化財

国登録有

形文化財

県指定文

化財

市指定文

化財

２ 国指定文化財

№ 名 称
所有者

管理者
所在地・遺構及び形式 指定年月日

１
国指定史跡

梨
なし

久保
く ぼ

遺跡
岡谷市教育委員会

長地梨久保二丁目

縄文時代
昭和

２
国指定重要文化財

顔面
がんめん

把
とっ

手付
て つ き

深
ふか

鉢形
ばちがた

土器
ど き 市立岡谷美術考古館

中央町一丁目

縄文時代
平成 元

３

国指定重要文化財

旧林家住宅 主
おも

屋
や 岡谷市教育委員会

御倉町 明治時代

木造２階建、桟瓦葺

建築面積 ㎡

平成

国指定重要文化財

旧林家住宅 離
はな

れ
〃

御倉町 明治時代

木造２階建、桟瓦葺

建築面積 ㎡

〃

国指定重要文化財

旧林家住宅 洋館
〃

御倉町 明治時代

木造、鉄板葺

建築面積 ㎡

〃

国指定重要文化財

旧林家住宅

内蔵
うちぐら

穀蔵
こくぐら

及び味噌蔵

〃

御倉町 明治時代

土蔵造２階建、桟瓦葺

建築面積 ㎡

〃

国指定重要文化財

旧林家住宅 外蔵
そとぐら 〃

御倉町 明治時代

土蔵造２階建、桟瓦葺

建築面積 ㎡

〃

附・板
いた

絵図
え ず

２枚・平面図

明治 年 月調製 １枚
〃 御倉町 〃
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３ 国登録有形文化財

№ 名 称 所在地
所有者

管理者
構造及び形式 登録告示年月日

１
中央印刷社屋

（旧片倉組事務所）

川岸上一丁目 中央印刷

株式会社

木造２階建、銅板葺建築

面積 ㎡
平成

２ 片倉家住宅主屋
お も や 川岸上一丁目 片倉工業

株式会社

木造平屋建、茅葺

建築面積 ㎡
平成

３ 片倉家住宅西の蔵 〃 〃
土蔵造２階建、金属板葺

建築面積 ㎡
〃

４ 片倉家住宅味噌蔵 〃 〃
土蔵造２階建、金属板葺

建築面積 ㎡
〃

５ 片倉家住宅南の蔵 〃 〃
土蔵造２階建、金属板葺

建築面積 ㎡
〃

６ 片倉家住宅文庫蔵 〃 〃
土蔵造３階建、鉄板葺

建築面積 ㎡
〃

７ 今井家住宅主屋
お も や

今井 個人
木造平屋建、鉄板（板葺）

建築面積 ㎡
平成

８ 今井家住宅文庫蔵 〃 〃
木造土蔵造２階建、石葺

建築面積 ㎡
〃

９ 今井家住宅米蔵 〃 〃
木造土蔵造２階建、石葺

建築面積 ㎡
〃

今井家住宅木蔵
き ぐ ら

〃 〃
木造土蔵造２階建、鉄板葺

建築面積 ㎡
〃

今井家住宅板蔵 〃 〃
木造平屋建、鉄板葺建築

面積 ㎡
〃

今井家住宅水車小屋 〃 〃
木造平屋建、

建築面積 ㎡
〃

今井家住宅表門 〃 〃
木造、銅板葺間口 ｍ、

奥行 ｍ
〃

今井家住宅中門 〃 〃

木造平屋建、鉄板葺（土塀

付）間口 ｍ、

奥行 ｍ

〃

今井家住宅木小屋 〃 〃
木造平屋建、鉄板葺建築

面積 ㎡
〃

今井家住宅井戸 〃 〃
石積深さ ｍ、木造上屋鉄

板葺、建築面積 ㎡
〃

今井家住宅屋敷
や し き

神
がみ

〃 〃
木造平屋建、鉄板葺社殿

建築面積 ㎡
〃

旧岡谷上水道集
しゅう

水
すい

溝
こう 山手町

ロ
(宗)十五社 

石造り幅 ｍ、

高さ ｍ、奥行 ｍ
平成

旧山一林組製糸事務所
中央町 岡谷市教

育委員会

木造２階建、瓦葺

建築面積 ㎡
平成

旧山一林組製糸守衛所 〃 〃

木造平屋建、亜鉛メッキ鋼

板葺

建築面積 ㎡

〃
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旧岡谷市役所庁舎 幸町 岡谷市

鉄筋コンクリート造２階

建瓦葺

建築面積 ㎡

〃

小口家別邸

「隺
かく

龍
りゅう

庵
あん

」主屋
お も や 銀座 － － 個人

木造 階建切妻瓦葺建築

面積 ㎡
平成

小口家別邸

「隺
かく

龍
りゅう

庵
あん

」土蔵
〃 〃

木造 階建切妻瓦葺建築

面積 ㎡
〃

日本聖公会中部教区

岡谷聖バルナバ教会
本町

日本聖公会

中部教区

木造平屋一部 階建金属板

葺建築面積 ㎡
平成

４ 長野県指定長野県宝

№ 名 称 所在地
所有者

管理者
指定年月日

１ 旧渡辺家住宅 長地柴宮三丁目 岡谷市教育委員会 平成

２ 木造阿弥陀如来坐像 長地柴宮三丁目 平福寺 平成

３ 木造大日如来坐像（胎蔵界
たいぞうかい

） 本町二丁目 照光寺 平成

４ 信州の特色ある縄文土器 点

① 榎
えのき

垣外
が い と

遺跡

顔面
がんめん

把
とっ

手付
て つ き

深
ふか

鉢形
ばちがた

土器
ど き 岡谷市中央町 市立岡谷美術考古館 平成

② 目
め

切
きり

遺跡

顔面
がんめん

把
とっ

手付
て つ き

深
ふか

鉢形
ばちがた

土器
ど き 〃 〃 〃

③ 梨
なし

久保
く ぼ

遺跡

顔面装
がんめんそう

飾付
しょくつき

鉢形
はちがた

土器
ど き 〃 〃 〃

④ 目
め

切
きり

遺跡

顔面装
がんめんそう

飾付
しょくつき

釣手
つ り て

土器
ど き 〃 〃 〃

⑤ 海
かい

戸
ど

遺跡 釣手
つ り て

土器
ど き

〃 〃 〃

⑥ 花上寺
か じ ょ う じ

遺跡 有孔鍔付
ゆうこうつばつき

土器
ど き

〃 〃 〃

⑦
目
め

切
きり

遺跡

抽 象
ちゅうしょう

絵画
か い が

文
もん

深
ふか

鉢形
ばちがた

土器
ど き 〃 〃 〃

⑧
海
かい

戸
ど

遺跡

褶 曲
しゅうきょく

文
もん

深
ふか

鉢形
ばちがた

土器
ど き 〃 〃 〃

⑨
海
かい

戸
ど

遺跡

字状
じじょう

把
とっ

手付
て つ き

深
ふか

鉢形
ばちがた

土器
ど き 〃 〃 〃

⑩
梨
なし

久保
く ぼ

遺跡

抽 象
ちゅうしょう

絵画
か い が

文
もん

深
ふか

鉢形
ばちがた

土器
ど き 〃 〃 〃

⑪
梨
なし

久保
く ぼ

遺跡

抽 象
ちゅうしょう

絵画
か い が

文
もん

深
ふか

鉢形
ばちがた

土器
ど き 〃 〃 〃

⑫
梨
なし

久保
く ぼ

遺跡

抽 象
ちゅうしょう

絵画
か い が

文
もん

深
ふか

鉢形
ばちがた

土器
ど き 〃 〃 〃

⑬ 目
め

切
きり

遺跡 櫛形
くしがた

文
もん

深
ふか

鉢形
ばちがた

土器
ど き

〃 〃 〃

⑭ 目
め

切
きり

遺跡 櫛形
くしがた

文
もん

深
ふか

鉢形
ばちがた

土器
ど き

〃 〃 〃
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⑮
花上寺
か じ ょ う じ

遺跡

装飾
そうしょく

絵画
か い が

文
もん

深
ふか

鉢形
ばちがた

土器
ど き 〃 〃 〃

⑯
梨
なし

久保
く ぼ

遺跡

装飾
そうしょく

絵画
か い が

文
もん

深
ふか

鉢形
ばちがた

土器
ど き 〃 〃 〃

⑰
梨
なし

久保
く ぼ

遺跡

装飾
そうしょく

絵画
か い が

文
もん

深
ふか

鉢形
ばちがた

土器
ど き 〃 〃 〃

⑱
花上寺
か じ ょ う じ

遺跡

櫛形
くしがた

文
もん

深
ふか

鉢形
ばちがた

土器
ど き 〃 〃 〃

⑲ 目
め

切
きり

遺跡 櫛形
くしがた

文
もん

深
ふか

鉢形
ばちがた

土器
ど き

〃 〃 〃

５ 長野県指定有形民俗文化財（蚕糸資料コレクション昭和 年 月 日県宝指定）

種 類 種 点 種 類 種 点 種 類 種 点 種 類 種 点

繰糸器械類
生糸検査

用器具

その他

の器具
印・版木類

揚返器具 計量器類 鑑札類

繰糸器具部品 荷造器具 標本類 計

市立岡谷蚕糸博物館所蔵

６ 長野県指定無形民俗文化財

№ 名 称 所在地 保存団体の住所及び名称 指定年月日

１
諏訪大社の

御柱祭り

岡谷市、諏訪市、

茅野市、下諏訪

町、富士見町、

原村

諏訪市大字中洲宮山 諏訪大社上社内

諏訪郡下諏訪町 諏訪大社下社内

諏訪大社式年造営御柱大祭保存会

平成

７ 岡谷市指定有形文化財

（ ） 仏像

№ 名 称 製作年代 所在地
所有者

管理者
指定年月日

１ 木造大日如来坐像（金剛界
こんごうかい

）
正徳 年

年

本町二丁目
照光寺 昭和

２
厨子入木造千手観音・

不動明王・多聞天
た も ん て ん

立像
不明 〃 〃 〃

３ 木造弘法大師坐像 〃 〃 〃 〃

４ 木造仁
に

王
おう

立像（阿
あ

・吽
うん

） 〃 〃 〃 〃

５ 木造聖
しょう

観音
かんのん

立像 〃 川岸西二丁目 新倉区 〃

６ 木造毘
び

沙
しゃ

門
もん

天
てん

立像 室町時代 川岸西二丁目 〃 〃

７ 木造十一面観音坐像
永正 年

年
湊四丁目 龍光山観音院 〃

８ 木造大日如来坐像（金剛界
こんごうかい

） 不明
長地小萩一丁目

真秀寺 〃

９ 木造不動明王坐像 〃 〃 〃 〃

  

旧岡谷市役所庁舎 幸町 岡谷市

鉄筋コンクリート造２階

建瓦葺

建築面積 ㎡

〃

小口家別邸

「隺
かく

龍
りゅう

庵
あん

」主屋
お も や 銀座 － － 個人

木造 階建切妻瓦葺建築

面積 ㎡
平成

小口家別邸

「隺
かく

龍
りゅう

庵
あん

」土蔵
〃 〃

木造 階建切妻瓦葺建築

面積 ㎡
〃

日本聖公会中部教区

岡谷聖バルナバ教会
本町

日本聖公会

中部教区

木造平屋一部 階建金属板

葺建築面積 ㎡
平成

４ 長野県指定長野県宝

№ 名 称 所在地
所有者

管理者
指定年月日

１ 旧渡辺家住宅 長地柴宮三丁目 岡谷市教育委員会 平成

２ 木造阿弥陀如来坐像 長地柴宮三丁目 平福寺 平成

３ 木造大日如来坐像（胎蔵界
たいぞうかい

） 本町二丁目 照光寺 平成

４ 信州の特色ある縄文土器 点

① 榎
えのき

垣外
が い と

遺跡

顔面
がんめん

把
とっ

手付
て つ き

深
ふか

鉢形
ばちがた

土器
ど き 岡谷市中央町 市立岡谷美術考古館 平成

② 目
め

切
きり

遺跡

顔面
がんめん

把
とっ

手付
て つ き

深
ふか

鉢形
ばちがた

土器
ど き 〃 〃 〃

③ 梨
なし

久保
く ぼ

遺跡

顔面装
がんめんそう

飾付
しょくつき

鉢形
はちがた

土器
ど き 〃 〃 〃

④ 目
め

切
きり

遺跡

顔面装
がんめんそう

飾付
しょくつき

釣手
つ り て

土器
ど き 〃 〃 〃

⑤ 海
かい

戸
ど

遺跡 釣手
つ り て

土器
ど き

〃 〃 〃

⑥ 花上寺
か じ ょ う じ

遺跡 有孔鍔付
ゆうこうつばつき

土器
ど き

〃 〃 〃

⑦
目
め

切
きり

遺跡

抽 象
ちゅうしょう

絵画
か い が

文
もん

深
ふか

鉢形
ばちがた

土器
ど き 〃 〃 〃

⑧
海
かい

戸
ど

遺跡

褶 曲
しゅうきょく

文
もん

深
ふか

鉢形
ばちがた

土器
ど き 〃 〃 〃

⑨
海
かい

戸
ど

遺跡

字状
じじょう

把
とっ

手付
て つ き

深
ふか

鉢形
ばちがた

土器
ど き 〃 〃 〃

⑩
梨
なし

久保
く ぼ

遺跡

抽 象
ちゅうしょう

絵画
か い が

文
もん

深
ふか

鉢形
ばちがた

土器
ど き 〃 〃 〃

⑪
梨
なし

久保
く ぼ

遺跡

抽 象
ちゅうしょう

絵画
か い が

文
もん

深
ふか

鉢形
ばちがた

土器
ど き 〃 〃 〃

⑫
梨
なし

久保
く ぼ

遺跡

抽 象
ちゅうしょう

絵画
か い が

文
もん

深
ふか

鉢形
ばちがた

土器
ど き 〃 〃 〃

⑬ 目
め

切
きり

遺跡 櫛形
くしがた

文
もん

深
ふか

鉢形
ばちがた

土器
ど き

〃 〃 〃

⑭ 目
め

切
きり

遺跡 櫛形
くしがた

文
もん

深
ふか

鉢形
ばちがた

土器
ど き

〃 〃 〃
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木造大日如来坐像（金剛界
こんごうかい

） 〃
長地柴宮三丁目

平福寺 〃

木造十一面観音立像 〃 〃 〃 〃

木造聖
しょう

観音
かんのん

坐像 江戸初期
今井上の原

今井観音堂 昭和

木造興
こう

教
きょう

大師
だ い し

坐像 室町時代
本町二丁目

照光寺 〃

木造大日如来坐像 〃
東銀座一丁目

小井川区 〃

木造阿弥陀如来立像 江戸初期
堀ノ内二丁目

広円寺 〃

木造賓頭盧
び ん ず る

尊者
そんじゃ

坐像 室町時代 湊四丁目 龍光山観音院 〃

木造阿弥陀如来坐像 〃
川岸上二丁目

真福寺 〃

木造十一面観音坐像 江戸初期
川岸東四丁目

昌福寺 〃

木造日光菩薩立像 室町時代
長地柴宮三丁目

平福寺 〃

木造月光菩薩立像 〃 〃 〃 〃

木造清
せい

涼
りょう

大師坐像 江戸前期
長地小萩一丁目

真秀寺 〃

石造佉
か

羅
ら

陀
だ

山
せん

地
じ

蔵菩薩坐像
文政 年

年

本町二丁目
照光寺 昭和

石造釈
しゃ

迦
か

三
さん

尊
ぞん

仏
ぶつ 慶応 年

年

長地小萩一丁目
真秀寺 平成元

石造西
さい

国
ごく

三十三所観音
慶応 年

年

長地小萩一丁目
真秀寺 平成元

木造馬鳴
めみょう

菩薩
ぼ さ つ

坐像

附 馬鳴大菩薩尊像
みことぞう

板下画料
はんしたがりょう

領収書１枚

昭和 年

年

本町二丁目
照光寺 平成

（ ） 木喰作品

№ 名 称 製作年代 所在地
所有者

管理者
指定年月日

１ 木造吉
きっ

祥
しょう

天
てん

女
にょ

坐像
享和 年頃

年
－ 個人 昭和

２ 木造大
だい

黒
こく

天
てん

坐像
享和 年頃

年
－ 個人 昭和

３ 木造阿弥陀如来坐像
文化 年頃

年
－ 個人 〃

４ 木造西宮大神宮恵比須
え び す

坐像 〃 － 個人 〃

５ 木造地蔵菩薩立像
享和 年頃

年
－ 個人 〃

６ 木造南無
な む

大師
だ い し

遍照
へんじょう

金剛
こんごう

坐像
文化 年頃

年
－ 個人 〃

７ 木造文珠菩薩坐像
文化 年頃

年

中央町一丁目 個人

市立岡谷美術考古館 〃
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８ 木造南無
な む

大師
だ い し

遍照
へんじょう

金剛
こんごう

坐像
享和 年

年
－ 個人 〃

９ 米
べい

寿
じゅ

の軸
文化 年

年
－ 個人 〃

丸
まる

心
しん

の軸
文化 年頃

年
－ 個人 〃

年
ねん

徳
とく

の軸
文化 年

年
－ 個人 〃

御
ご

廻
かい

国
こく

中
ちゅう

御
おん

宿
やど

控
ひかえ

帳
ちょう

文政年間 － 個人 〃

木造拝
はい

滝
たき

不動明王
ふどうみょうおう

坐像
文化 年頃

年

長地鎮二丁目 中屋区
市立岡谷美術考古館

〃

木造拝
はい

滝
たき

不動
ふ ど う

尊
そん

坐像
享和 年

年

本町二丁目
照光寺 〃

木造薬師如来坐像
文化 年

年

中央町二丁目
上浜区 〃

大日如来軸
文化 年

年

本町二丁目
照光寺 昭和

木造大日如来坐像
文化 年

年
－ 個人 〃

名
みょう

号
ごう

軸
文化 年

年

中央町一丁目
市立岡谷美術考古館 昭和

年
ねん

徳
とく

軸
文化 年

年

中央町一丁目
市立岡谷美術考古館 〃

大
おお

峯
みね

三
さん

社
しゃ

大
だい

権
ごん

現
げん

軸
享和 年

年
－ 個人 〃

九
く

字
じ

の宝
ほう

号
ごう

軸
文化 年

年
－ 個人 〃

諸
しょ

仏
ぶつ

の軸 〃 － 個人 〃

御
おん

嶽
たけ

座
ざ

王
おう

大
だい

権
ごん

現
げん

軸
享和 年

年
－ 個人 〃

不動明王付属文書不動
ふ ど う

尊
そん

供
くう

殿
でん

勧化帳
かんげちょう 天保 年

年
－ 個人 〃

五
ご

智
ち

如
にょ

来
らい

軸
文化 年

年
－ 個人 〃

三
さん

社
しゃ

大
だい

権
ごん

現
げん

軸
文化 年

年
－ 個人 〃

名
みょう

号
ごう

軸
文化 年

年
－ 個人 〃

通力
つうりき

自在
じ ざ い

不動明王
ふどうみょうおう

石碑
せ き ひ 享和元年

年
山下町二丁 間下区 〃

通力
つうりき

自在
じ ざ い

不動明王
ふどうみょうおう

石碑
せ き ひ

付属文書

通力
つうりき

自在
じ ざ い

不動明王
ふどうみょうおう

石碑
せ き ひ

建 立 扣
こんりゅうひかえ

〃 － 個人 〃

三点具
ぐ

足
そく

阿
あ

字
じ

軸
文化 年

年

中央町一丁目
市立岡谷美術考古館 〃

諸
しょ

神
しん

の軸 〃 － 個人 〃

  

木造大日如来坐像（金剛界
こんごうかい

） 〃
長地柴宮三丁目

平福寺 〃

木造十一面観音立像 〃 〃 〃 〃

木造聖
しょう

観音
かんのん

坐像 江戸初期
今井上の原

今井観音堂 昭和

木造興
こう

教
きょう

大師
だ い し

坐像 室町時代
本町二丁目

照光寺 〃

木造大日如来坐像 〃
東銀座一丁目

小井川区 〃

木造阿弥陀如来立像 江戸初期
堀ノ内二丁目

広円寺 〃

木造賓頭盧
び ん ず る

尊者
そんじゃ

坐像 室町時代 湊四丁目 龍光山観音院 〃

木造阿弥陀如来坐像 〃
川岸上二丁目

真福寺 〃

木造十一面観音坐像 江戸初期
川岸東四丁目

昌福寺 〃

木造日光菩薩立像 室町時代
長地柴宮三丁目

平福寺 〃

木造月光菩薩立像 〃 〃 〃 〃

木造清
せい

涼
りょう

大師坐像 江戸前期
長地小萩一丁目

真秀寺 〃

石造佉
か

羅
ら

陀
だ

山
せん

地
じ

蔵菩薩坐像
文政 年

年

本町二丁目
照光寺 昭和

石造釈
しゃ

迦
か

三
さん

尊
ぞん

仏
ぶつ 慶応 年

年

長地小萩一丁目
真秀寺 平成元

石造西
さい

国
ごく

三十三所観音
慶応 年

年

長地小萩一丁目
真秀寺 平成元

木造馬鳴
めみょう

菩薩
ぼ さ つ

坐像

附 馬鳴大菩薩尊像
みことぞう

板下画料
はんしたがりょう

領収書１枚

昭和 年

年

本町二丁目
照光寺 平成

（ ） 木喰作品

№ 名 称 製作年代 所在地
所有者

管理者
指定年月日

１ 木造吉
きっ

祥
しょう

天
てん

女
にょ

坐像
享和 年頃

年
－ 個人 昭和

２ 木造大
だい

黒
こく

天
てん

坐像
享和 年頃

年
－ 個人 昭和

３ 木造阿弥陀如来坐像
文化 年頃

年
－ 個人 〃

４ 木造西宮大神宮恵比須
え び す

坐像 〃 － 個人 〃

５ 木造地蔵菩薩立像
享和 年頃

年
－ 個人 〃

６ 木造南無
な む

大師
だ い し

遍照
へんじょう

金剛
こんごう

坐像
文化 年頃

年
－ 個人 〃

７ 木造文珠菩薩坐像
文化 年頃

年

中央町一丁目 個人

市立岡谷美術考古館 〃



− 88 −

  

木 造 賓
びん

頭
ず

盧
る

尊
そん

者
じゃ

像 〃
長地梨久保二丁目

中村区 〃

賓頭盧
び ん ず る

尊者像
そんじゃぞう

付属文書

賓頭盧
び ん ず る

尊者
そんじゃ

建立
こんりゅう

入 用 帳
にゅうようちょう 〃 〃 〃 〃

五点阿
あ

字
じ

軸 〃
本町二丁目

照光寺 〃

（ ） 石造物

№ 名 称 製作年代 所在地
所有者

管理者
指定年月日

１ 宗
そう

平
へい

寺
じ

跡
あと

の板
いた

碑
び

不明 加茂町四丁目 小井川区 昭和

２ 永
なが

田
た

徳
とく

本
ほん

の藍
らん

塔
とう

不明 － 個人 昭和

３ 沢
さわ

の石
せき

幢
どう 承応 年

年

川岸西一丁目

新倉・沢
新倉区 平成元

４ 尼
あまん

堂
どう

墓地の石
せき

幢
どう 寛文 年

年

長地柴宮一丁目
東堀区 〃

５ 花
はな

岡
おか

公
こう

園
えん

の石
いし

灯
どう

籠
ろう 元治元年

年
湊一丁目 花岡区 平成元

（ ） 絵画

№ 名 称 製作年代 所在地
所有者

管理者
指定年月日

１ 十
じゅう

六
ろく

善
ぜん

神
しん

図
ず

幅
ふく

室町時代
長地小萩一丁目

真秀寺 昭和

（ ） 建造物

№ 名 称 所在地
所有者

管理者
指定年月日

１ 駒沢諏訪社本殿 川岸東四丁目 駒沢区神社委員会 平成

２ 小口薬師堂本堂 銀座二丁目 小口区 〃

３ 広円寺本堂 堀ノ内二丁目 広円寺 平成

４ 今井十五社本殿 神明町四丁目 今井区 平成

５ 今井十五社舞
まい

屋
や

〃 〃 〃

６ 今井十五社境内
けいだい

社津島社本殿 〃 〃 〃

７ 小井川賀茂神社本殿 加茂町三丁目 小井川賀茂神社 〃

８ 照光寺本堂 本町二丁目 照光寺 〃

９ 東堀正八幡宮本殿 長地柴宮一丁目 東堀正八幡宮 〃

東堀正八幡宮拝
はい

殿
でん

〃 〃 〃
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東堀正八幡宮舞
まい

屋
や

〃 〃 〃

小坂観音院観音堂 附 棟
むな

札
ふだ

･

華
け

鬘
まん

･厨子
ず し

･格
ごう

天井
てんじょう 湊四丁目 龍光山観音院 平成

照光寺蚕
さん

霊
れい

供養塔
く よ う と う

附 棟
むな

札
ふだ

枚 蚕霊供養塔関

係資料 点

本町二丁目 照光寺 平成

（ ） 古文書類

№ 名 称 所在地
所有者

管理者
指定年月日

１ 昌福寺の武田勝頼
たけだかつより

安堵状
あんどじょう

川岸東四丁目 昌福寺 平成

２
高島藩 寛文五年宗門御改帳･

宗門五人組帳･人
にん

別帳
べつちょう － 個人 平成

（ ） 工芸

№ 名 称 製作年代 所在地
所有者

管理者
指定年月日

１ 小
お

田
た

井
い

の鉦
しょう

鼓
こ 文化 年

年
湊三丁目 湊第五町内会 平成

２ 新倉薬師堂の鉦鼓
しょうこ 寛延 年

年

川岸中二丁目
新倉区 〃

３
小坂観音院観音堂の

鰐
わに

口
くち

明応 年

年

湊四丁目
龍光山観音院 平成

（ ） 史跡

№ 名 称 所在地 所有者 管理者 指定年月日

１ コウモリ塚古墳 長地鎮 個人 昭和

２ 三沢一里塚 川岸上三丁目 三沢区 〃

３ 花岡城跡 湊一丁目 岡谷市 〃

４ 高尾城跡 川岸三沢 高尾山 三沢区 〃

５ スクモ塚古墳 長地源二丁目 個人 昭和

６ 広畑遺跡
川岸上四丁目 ～

高尾山麓
岡谷市 昭和

７ 岡
おか

屋
のや

遺跡
岡谷区４７４０－イ

－４
（宗）十五社 昭和

８ 唐
かろ

櫃
うと

石
いし

古墳
長地横川字丸山

個人 昭和

９ 姥
うば

ヶ
が

懐
ふところ

古墳
長地横川字丸山

個人 昭和

  

木 造 賓
びん

頭
ず

盧
る

尊
そん

者
じゃ

像 〃
長地梨久保二丁目

中村区 〃

賓頭盧
び ん ず る

尊者像
そんじゃぞう

付属文書

賓頭盧
び ん ず る

尊者
そんじゃ

建立
こんりゅう

入 用 帳
にゅうようちょう 〃 〃 〃 〃

五点阿
あ

字
じ

軸 〃
本町二丁目

照光寺 〃

（ ） 石造物

№ 名 称 製作年代 所在地
所有者

管理者
指定年月日

１ 宗
そう

平
へい

寺
じ

跡
あと

の板
いた

碑
び

不明 加茂町四丁目 小井川区 昭和

２ 永
なが

田
た

徳
とく

本
ほん

の藍
らん

塔
とう

不明 － 個人 昭和

３ 沢
さわ

の石
せき

幢
どう 承応 年

年

川岸西一丁目

新倉・沢
新倉区 平成元

４ 尼
あまん

堂
どう

墓地の石
せき

幢
どう 寛文 年

年

長地柴宮一丁目
東堀区 〃

５ 花
はな

岡
おか

公
こう

園
えん

の石
いし

灯
どう

籠
ろう 元治元年

年
湊一丁目 花岡区 平成元

（ ） 絵画

№ 名 称 製作年代 所在地
所有者

管理者
指定年月日

１ 十
じゅう

六
ろく

善
ぜん

神
しん

図
ず

幅
ふく

室町時代
長地小萩一丁目

真秀寺 昭和

（ ） 建造物

№ 名 称 所在地
所有者

管理者
指定年月日

１ 駒沢諏訪社本殿 川岸東四丁目 駒沢区神社委員会 平成

２ 小口薬師堂本堂 銀座二丁目 小口区 〃

３ 広円寺本堂 堀ノ内二丁目 広円寺 平成

４ 今井十五社本殿 神明町四丁目 今井区 平成

５ 今井十五社舞
まい

屋
や

〃 〃 〃

６ 今井十五社境内
けいだい

社津島社本殿 〃 〃 〃

７ 小井川賀茂神社本殿 加茂町三丁目 小井川賀茂神社 〃

８ 照光寺本堂 本町二丁目 照光寺 〃

９ 東堀正八幡宮本殿 長地柴宮一丁目 東堀正八幡宮 〃

東堀正八幡宮拝
はい

殿
でん

〃 〃 〃
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横川山
よこかわざん

の割り石と泣き石伝説 横川山 番地
東堀区と旧平野村

の ヶ区
平成

川岸天竜河畔

諏訪明神入諏伝説の地
川岸上一丁目 三沢区 平成

（ ） 天然記念物

№ 名 称 所在地 所有者 管理者 指定年月日

１ 小坂観音院柏
びゃく

槙
しん

の大樹
たいじゅ

湊四丁目 龍光山観音院 昭和

２ 神
かみ

の木
き

長地御所二丁目 東堀区 〃

３ 昌福寺の枝
し

垂
だれ

桜
ざくら

の大樹
たいじゅ 川岸東四丁目

昌福寺 〃

４ 出早雄小萩神社の社
しゃ

叢
そう 長地出早二丁目

中屋･中村･横川区 昭和

５ 小口賀茂神社のアオナシ 銀座一丁目 小口区 昭和

６ 今井家のカツラ 今井 個人 〃

７ 毘
び

沙
しゃ

門
もん

堂
どう

のスギ 川岸西二丁目 新倉区 〃

８ 駒沢諏訪社のサワラ
川岸東四丁目

駒沢区 〃

９ 小坂観音院寺
じ

叢
そう

湊四丁目 龍光山観音院 〃

小坂観音院ブッポウソウ

繁殖地
はんしょくち 湊四丁目 〃 〃

船
ふな

魂
たま

社
しゃ

のシダレザクラ 湊三丁目 湊第五町内会 〃

鎮
しずめ

社
しゃ

のサワラ
長地鎮二丁目

中屋区 〃

駒沢諏訪社のケンポナシ
川岸東四丁目

駒沢区 平成

小井川賀茂神社のハリギリ 加茂町三丁目 小井川賀茂神社 〃

育
いく

恩
おん

堂
どう

のシダレザクラ 山手町一丁目 育恩堂教会 平成

今井家のカキノキ 今井 個人 平成

岡谷唐
かろ

櫃
うと

石
いし

古墳ヒカリゴケ
長地横川字丸山

個人 平成

（ ） 考古資料

№ 名 称 点数 所在地 所有者 管理者 指定年月日

１
岡谷
お か や

丸山
まるやま

遺跡出土

矢柄
や が ら

研磨器
け ん ま き 中央町一丁目 市立岡谷美術考古館 平成

２
目
め

切
きり

遺跡出土

壺
つぼ

を持
も

つ妊婦
に ん ぷ

土偶
ど ぐ う 〃 〃 〃

３ 広畑
ひろはた

遺跡出土 土偶 〃 〃 〃
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４ 花上寺
か じ ょ う じ

遺跡出土 土偶 〃 〃 〃

５
梨
なし

久保
く ぼ

遺跡出土

コハク・ヒスイ製
せい

装身具
そ う し ん ぐ 〃 〃 〃

６
橋
はし

原
ばら

遺跡出土

炭化
た ん か

種子類
し ゅ し る い 一括 〃 〃 〃

７
榎
えのき

垣外
が い と

遺跡片間町地区

号住居址出土品
〃 〃 平成

８
梨
なし

久保
く ぼ

遺跡 ・ 号住居址

出土土器
〃 〃 平成

８ 経済産業省認定近代化
き ん だ い か

産業
さんぎょう

遺産群
い さ ん ぐ ん

№ 名 称 所在地 所有者 管理者 認定年月日

１ 旧林家住宅 御倉町 岡谷市教育委員会 平成

２ 旧片倉組事務所
川岸上一丁目

１
中央印刷株式会社 〃

３ 旧山一
きゅうやまいち

林組製糸事務所・

守衛所

中央町一丁目
岡谷市教育委員会 〃

４ 旧岡谷市役所庁舎 幸町 １ 岡谷市 〃

５ 旧 山 上
きゅうやまじょう

宮坂製糸所事務所・

工場棟・再繰工場棟・居宅

加茂町三丁目
個人 〃

６ 丸
まる

山
やま

タンク 中央町 岡谷総
そう

郷
ごう

〃

７ 丸十
まるじゅう

繭倉庫
本町二丁目

株式会社 ｻｲﾄﾄﾞﾗﾏ 〃

８ 旧岡谷上水道集
しゅう

水
すい

溝
こう 山手町

ロ
（宗）十五社 〃

９ 蚕
さん

霊
れい

供
く

養
よう

塔
とう 本町二丁目

照光寺 〃

鶴
つる

峯
みね

公園 川岸上 岡谷市 〃

成
なり

田
た

公園 成田町 岡谷市 〃

丸中宮坂製糸所繭倉庫
東銀座二丁目

株式会社宮坂製糸所 〃

市立岡谷蚕糸博物館

所蔵資料
郷田一丁目 市立岡谷蚕糸博物館 〃

旧蚕糸試験場所蔵機械等 郷田一丁目 市立岡谷蚕糸博物館 〃

新増沢工業株式会社

所蔵機械（横フライス盤）

加茂町一丁目
新増沢工業株式会社 〃

９ 一般社団法人日本機械学会認定 機械遺産 岡谷蚕糸博物館の繰糸機群

№ 機械名称 所在地 所有者 管理者 認定年月日

１ フランス式繰糸機 郷田一丁目 市立岡谷蚕糸博物館 平成

  

横川山
よこかわざん

の割り石と泣き石伝説 横川山 番地
東堀区と旧平野村

の ヶ区
平成

川岸天竜河畔

諏訪明神入諏伝説の地
川岸上一丁目 三沢区 平成

（ ） 天然記念物

№ 名 称 所在地 所有者 管理者 指定年月日

１ 小坂観音院柏
びゃく

槙
しん

の大樹
たいじゅ

湊四丁目 龍光山観音院 昭和

２ 神
かみ

の木
き

長地御所二丁目 東堀区 〃

３ 昌福寺の枝
し

垂
だれ

桜
ざくら

の大樹
たいじゅ 川岸東四丁目

昌福寺 〃

４ 出早雄小萩神社の社
しゃ

叢
そう 長地出早二丁目

中屋･中村･横川区 昭和

５ 小口賀茂神社のアオナシ 銀座一丁目 小口区 昭和

６ 今井家のカツラ 今井 個人 〃

７ 毘
び

沙
しゃ

門
もん

堂
どう

のスギ 川岸西二丁目 新倉区 〃

８ 駒沢諏訪社のサワラ
川岸東四丁目

駒沢区 〃

９ 小坂観音院寺
じ

叢
そう

湊四丁目 龍光山観音院 〃

小坂観音院ブッポウソウ

繁殖地
はんしょくち 湊四丁目 〃 〃

船
ふな

魂
たま

社
しゃ

のシダレザクラ 湊三丁目 湊第五町内会 〃

鎮
しずめ

社
しゃ

のサワラ
長地鎮二丁目

中屋区 〃

駒沢諏訪社のケンポナシ
川岸東四丁目

駒沢区 平成

小井川賀茂神社のハリギリ 加茂町三丁目 小井川賀茂神社 〃

育
いく

恩
おん

堂
どう

のシダレザクラ 山手町一丁目 育恩堂教会 平成

今井家のカキノキ 今井 個人 平成

岡谷唐
かろ

櫃
うと

石
いし

古墳ヒカリゴケ
長地横川字丸山

個人 平成

（ ） 考古資料

№ 名 称 点数 所在地 所有者 管理者 指定年月日

１
岡谷
お か や

丸山
まるやま

遺跡出土

矢柄
や が ら

研磨器
け ん ま き 中央町一丁目 市立岡谷美術考古館 平成

２
目
め

切
きり

遺跡出土

壺
つぼ

を持
も

つ妊婦
に ん ぷ

土偶
ど ぐ う 〃 〃 〃

３ 広畑
ひろはた

遺跡出土 土偶 〃 〃 〃
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２ 諏訪式繰糸機 〃 〃 〃

３ ４条
よんじょう

繰
ぐ

り諏訪式繰糸機 〃 〃 〃

４ ６条
ろくじょう

繰
ぐ

り諏訪式繰糸機 〃 〃 〃

５ イタリア式多条繰糸機 〃 〃 〃

６ 御
み

法
のり

川
かわ

式多条繰糸機 〃 〃 〃

７ 織田式多条繰糸機 〃 〃 〃

８ 増澤式多条繰糸機 〃 〃 〃

１０ 世界遺産暫定一覧表候補の文化資産

名 称 所在地 提案者 区分

旧林家住宅外４件 御倉町 外 長野県・岡谷市
カテゴリーⅡ

平成

１１ 文化庁認定日本遺産 星降る中部高地の縄文世界 構成文化財

№ 名 称 所在地 所有者 管理者 認定年月日

１ 海
かい

戸
ど

遺跡出土品 中央町一丁目 市立岡谷美術考古館 平成

２ 榎
えのき

垣外
が い と

遺跡出土品 〃 〃 〃

３ 目
め

切
きり

遺跡出土品 〃 〃 〃

４ 花上寺
か じ ょ う じ

遺跡出土土偶
ど ぐ う

〃 〃 〃

５ 清
し

水田
み ず だ

遺跡黒曜石
こくようせき

原石
げんせき

〃 〃 〃

６ 梨
なし

久保
く ぼ

遺跡と出土品
長地梨久保二丁目

中央町一丁目

岡谷市教育委員会

市立岡谷美術考古館
〃

７ 広畑遺跡と出土土偶
ど ぐ う

川岸上四丁目

高尾山麓

中央町一丁目

岡谷市

市立岡谷美術考古館
〃
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（（７７））市市史史編編ささんん準準備備室室

① 目的

岡谷市史下巻発刊後の歴史を明らかにし、市民の郷土に対する理解と愛着を深めるとともに、記録を

後世に受け継ぎ、市勢の発展に寄与することを目的に、新たな市史編さんの準備を行う。

② 内容

１ 市史編さん室の設置に関すること

２ 市史編さんの基本方針及び基本計画の策定に関すること

３ 関係資料の調査、収集及び保存に関すること

４ その他市史編さんに必要な事項に関すること

  

２ 諏訪式繰糸機 〃 〃 〃

３ ４条
よんじょう

繰
ぐ

り諏訪式繰糸機 〃 〃 〃

４ ６条
ろくじょう

繰
ぐ

り諏訪式繰糸機 〃 〃 〃

５ イタリア式多条繰糸機 〃 〃 〃

６ 御
み

法
のり

川
かわ

式多条繰糸機 〃 〃 〃

７ 織田式多条繰糸機 〃 〃 〃

８ 増澤式多条繰糸機 〃 〃 〃

１０ 世界遺産暫定一覧表候補の文化資産

名 称 所在地 提案者 区分

旧林家住宅外４件 御倉町 外 長野県・岡谷市
カテゴリーⅡ

平成

１１ 文化庁認定日本遺産 星降る中部高地の縄文世界 構成文化財

№ 名 称 所在地 所有者 管理者 認定年月日

１ 海
かい

戸
ど

遺跡出土品 中央町一丁目 市立岡谷美術考古館 平成

２ 榎
えのき

垣外
が い と

遺跡出土品 〃 〃 〃

３ 目
め

切
きり

遺跡出土品 〃 〃 〃

４ 花上寺
か じ ょ う じ

遺跡出土土偶
ど ぐ う

〃 〃 〃

５ 清
し

水田
み ず だ

遺跡黒曜石
こくようせき

原石
げんせき

〃 〃 〃

６ 梨
なし

久保
く ぼ

遺跡と出土品
長地梨久保二丁目

中央町一丁目

岡谷市教育委員会

市立岡谷美術考古館
〃

７ 広畑遺跡と出土土偶
ど ぐ う

川岸上四丁目

高尾山麓

中央町一丁目

岡谷市

市立岡谷美術考古館
〃


